
当
日
は
、
タ
ン
ペ
レ
工
科
大
、
ヘ
ル
シ

ン
キ
芸
術
デ
ザ
イ
ン
大
、
ラ
ッ
ペ
ー
ン
ラ

ン
タ
大
、
オ
ウ
ル
大
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド

大
、
ヨ
エ
ン
ス
ー
大
、
ヴ
ァ
ー
サ
大
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
経
済
大
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
美
術

ア
カ
デ
ミ
ー
、
ト
ゥ
ル
ク
経
済
大
、
ト
ゥ

ル
大
、
舞
台
芸
術
大
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
各

地
か
ら
１２
大
学
１３
名
の
関
係
者
が
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
技
術
庁
の
ビ
ー
タ
ネ
ン
参
事

官
、
東
京
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
の

マ
キ
パ
ー
所
長
と
高
瀬
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
と

も
に
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
ま

た
、
北
海
道
大
学
・
創
成
科
学
共
同
研
究

機
構
リ
エ
ゾ
ン
部
教
授
・
部
長
の
荒
磯
恒

久
氏
、
お
よ
び
�
北
海
道
科
学
技
術
総
合

振
興
セ
ン
タ
ー
の
産
学
官
連
携
推
進
部
長

の
船
越
克
人
氏
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し

た
。
こ
の
訪
問
団
は
、
日
本
の
大
学
と
の

共
同
研
究
の
可
能
性
を
探
る
目
的
で
来
日

し
た
が
、
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
で
は
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
と
北
海
道
と
の
学
術
提
携
の
促
進

を
目
指
し
て
意
見
交
換
を
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
か
ら
は
ラ
ッ
プ
ラ
ン

ド
大
学
事
務
総
長
ユ
ハ
ニ
・
リ
ル
バ
リ
さ

ん
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
大
学
と

地
域
へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
、
北
海
道
大

学
の
荒
磯
恒
久
教
授
は
「
北
海
道
大
学
に

お
け
る
産
学
連
携
の
概
要
」
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

い
ず
れ
も
英
語
で
発
表
さ
れ
た
内
容
の

要
約
を
以
下
に
掲
載
す
る
。

ユ
ハ
ニ
・
リ
ル
バ
リ
氏

（
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
事
務
総
長
）

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
１
９
６
０
年
代

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
北
部
か
ら
総
合
中
等
教

育
の
改
編
が
始
ま
り
、
大
学
は
１
９
５
０

年
代
か
ら
順
次
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

の
い
る
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
大
学
は
そ
の
最
後

で
し
た
が
１
９
７
９
年
創
設
で
す
。

近
年
、
大
学
は
科
学
研
究
と
教
育
に
加

え
て
周
辺
地
域
と
影
響
し
合
う
存
在
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
三
つ
目
の
使
命

は
、
常
に
地
域
と
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら

も
大
学
の
研
究
に
重
大
な
変
化
を
も
た
ら

さ
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
大
学
は
す
べ

て
国
立
で
す
が
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

企
業
か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
て
お
り
、

逆
に
い
え
ば
、
地
域
の
活
動
を
促
進
し
て

き
ま
し
た
。
大
学
は
自
ら
、
ま
た
教
育
省

の
要
請
に
よ
っ
て
、
地
域
開
発
計
画
を
立

ち
上
げ
た
り
、
地
域
と
と
も
も
に
長
期
に

わ
た
る
地
域
戦
略
を
作
成
し
た
り
し
て
き

ま
し
た
。

こ
の
１０
年
間
で
２０
大
学
、
６
大
学
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
大
学
の
地
域
化
が
進

み
、
新
し
い
教
育
、
研
究
環
境
を
紹
介
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域
に
も
う

ひ
と
つ
の
特
徴
的
な
点
は
、い
わ
ゆ
る「
オ

ー
プ
ン
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
や
、「
地

域
大
学
」
と
し
て
大
学
の
中
か
ら
外
へ
出

て
、
教
育
を
行
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。「
ラ

ッ
プ
ラ
ン
ド
地
域
大
学
」
は
そ
の
良
い
例

で
す
。

政
府
が
行
う
「
地
域
・
専
門
知
識
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
共
同
研
究
、
企
業
活
動
、

新
規
開
発（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）を
促
進
す

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
諸
大
学
の
国
際
交
流
・
研
究
担
当
者

視
察
団
の
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
訪
問
（
平
成
１９
年
５
月
１０
日

於
・
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
特
別
会
議
室
）
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る
こ
と
が
目
的
で
各
自
治
体
と
連
携
し
て

い
ま
す
が
、
実
際
の
計
画
、
実
施
は
あ
く

ま
で
大
学
が
担
い
ま
す
。
１
９
９
４
年
に

は「
専
門
・
知
識
計
画
セ
ン
タ
ー
」が
創
設

さ
れ
、
主
に
科
学
分
野
の
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
２
０
０
６
年
ま
で
に
２２
の

セ
ン
タ
ー
で
文
化
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
ス
業

関
連
の
テ
ー
マ
を
も
手
が
け
ま
し
た
。
２

０
０
７
年
当
初
現
在
、
多
数
の
セ
ン
タ
ー

が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続
す
る
セ
ン

タ
ー
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
的
に
よ
り
広
い
分

野
の
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

各
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

調
整
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
に
対
し
て
は

基
本
的
に
国
の
予
算
で
運
営
さ
れ
、
企
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
産
業
へ
の
投
資
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
支
援
も
あ
り
ま
す
。
ラ
ッ
プ

ラ
ン
ド
大
学
の
関
係
で
は
、
国
立
の
観
光

・
体
験
産
業
分
野
の
「
専
門
・
知
識
セ
ン

タ
ー
」
が
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
地
方
に
あ
り
ま

す
。
内
容
は
観
光
か
ら
デ
ザ
イ
ン
や
メ
デ

ィ
ア
ま
で
大
学
の
複
数
の
専
門
分
野
に
お

よ
ん
で
い
ま
す

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
大
学
に
つ
い
て
地
域

や
企
業
と
の
関
連
で
ご
説
明
し
ま
し
た

が
、
異
な
っ
た
利
益
代
表
間
で
仕
事
を
す

る
に
は
、
協
力
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が

必
要
で
す
。
現
在
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高

等
教
育
は
全
体
と
し
て
個
々
の
大
学
の
得

意
分
野
に
焦
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
の

で
、
大
学
間
の
協
力
、
将
来
的
に
は
合
併

を
含
め
て
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
大
学
よ

り
も
研
究
、
教
育
と
い
っ
た
面
に
力
点
が

置
か
れ
、
企
業
は
企
業
で
必
要
な
研
究
や

開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
、
研
究
開
発
に

向
け
ら
れ
る
全
資
金
の
大
部
分
（
約
７０

㌫
）
は
大
学
以
外
の
機
関
、
特
に
企
業
の

研
究
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
等
教
育
で

は
２０
㌫
が
、
残
り
の
１０
㌫
が
公
的
機
関
と

い
う
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

荒
磯
恒
久
教
授

荒
磯
教
授
は
、
現
在
２２
の
大
学
院
、
１２

の
学
部
を
有
す
る
北
海
道
大
学
の
沿
革
や

概
況
に
続
い
て
、
北
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究

開
発
施
設
に
つ
い
て
資
料
を
映
し
な
が
ら

説
明
し
た
。
か
つ
て
の
農
場
跡
で
３０
㌶
の

広
さ
が
あ
る
北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
現
在
、

北
海
道
大
学
関
連
の
研
究
施
設
、
科
学
技

術
振
興
事
業
団
・
研
究
成
果
活
用
プ
ラ
ザ

北
海
道
、北
海
道
立
の
４
試
験
研
究
機
関
、

北
海
道
産
学
官
協
働
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
建

ち
並
び
研
究
拠
点
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
研
究
開
発
拠
点
の
中
心
を
な
す
の

が「
創
成
科
学
共
同
研
究
機
構
」�Sousei

�

（C
R
IS

）で
、学
問
分
野
を
超
え
た
科
学
研

究
、学
部
を
超
え
た
人
材
、目
的
優
先（
本

位
）
の
研
究
推
進
の
３
点
を
基
本
に
研
究

活
動
を
行
っ
て
い
る
。「
私
の
い
る
リ
エ
ゾ

ン
セ
ン
タ
ーC

reative
R
esearch

Initia-
tive

（C
R
IS

ク
リ
ス
）
は
、
企
業
と
の
協

働
を
図
り
、
大
学
の
研
究
室
な
ど
を
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
と
し
て
割
り
当
て
て
研
究
者
の

便
宜
を
図
り
、
地
域
経
済
を
活
発
化
さ
せ

る
べ
く
研
究
体
制
を
立
ち
上
げ
て
い
る
」

と
、
講
演
し
た
。

大
学
間
協
力
は
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
け

ら
れ
、
一
つ
は
技
術
優
先
タ
イ
プ
で
あ

る
。
大
学
内
の
研
究
か
ら
生
ま
れ
た
ハ
イ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
企
業
や
製
品
に
生
か
す

も
の
で
、主
に
バ
イ
オ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や

Ｉ
Ｔ
分
野
の
技
術
が
含
ま
れ
る
。
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
新
し
い
産
業
分
野
お
よ
び
国

際
企
業
で
あ
る
。
北
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は

大
学
、研
究
機
関
、企
業
な
ど
と
の
協
力
か

ら
生
ま
れ
た
新
し
い
技
術
を
用
い
た
４２
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
が
生
ま
れ
て
い
る
（
２
０

０
６
年
末
）。分
野
別
に
は
バ
イ
オ
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
５０
㌫（
医
療
関
連
１４
件
、農
業

関
連
７
件
）、Ｉ
Ｔ
が
２１
・
４
㌫（
ハ
ー
ド
３

件
、ソ
フ
ト
６
件
）、機
械
・
計
器
１９
㌫（
８

件
）な
ど
。北
海
道
大
学
、小
樽
商
科
大
学

が
関
連
機
関
と
の
協
働
で
�
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ッ
ク
・
ラ
ボ
を
設
立
し
、研
究
成
果
の
事
業

化
へ
の
研
究
開
発
支
援
を
行
い
、イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
市
場
誘
導
タ
イ
プ
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て

企
業
の
開
発
研
究
を
支
え
て
地
域
の
中
小

企
業
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。
大
学
と
中

小
企
業
の
協
力
と
し
て
組
織
し
て
い
る
ユ

ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム
にH

O
PE

（
ホ
ッ
カ

イ
ド
ウ
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
・
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
）
が
あ
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
企
業

か
ら
２
０
０
社
、
大
学
関
係
者
な
ど
の
メ

ン
バ
ー
が
参
加
し
て
、
月
例
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
な
ど
密
接
に
意
見
交
換
を
行

っ
て
い
る
。
２
０
０
１
年
６
月
の
設
立
以

来
、
６
年
間
に
日
本
円
で
１１
億
円
（
１０
万

ド
ル
相
当
）
の
売
り
上
げ
を
記
録
。
昨
年

の
札
幌
雪
ま
つ
り
に
お
い
て
限
定
発
売
し

た
雪
の
結
晶
を
形
ど
っ
た
石
け
ん
な
ど
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。

（
和
訳
・
文
責

編
集
担
当
）

講演する北海道大学の荒磯教授
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